
【評価シート】提出用

年度 №

22 2

想定される
実施団体

見直し・改
善点の概要

○取組み（何を）『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

○手法・手順（どのように）及びスケジュール（いつまでに）

評価の理
由・課題

今後の取組方針

対処 A　取組みの継続　　　　　　B　取組みの見直し　　　　　　C　取組みの中止

○ゆずやいちご観光農園の創出と拡大
○観光振興との連携

評          価

進捗状況

効果(成果)

A　（ほぼ）終了　　B　順調に推移　　C　ほぼ順調に推移　　D　遅れ気味　　E　未着手
　（9１～100％）　　　　(61～90％)　　　　(31～60%)　　　　　　　　(30％以内)

１　十分な効果が得られている　　　　　　　　　　２　それなりの効果が得られている
３　あまり効果は得られてない　　　　　　　　　　 ４　ほとんど効果は見られない

平成　　　年　　　月　　　日　作成　　　　グループ

ゆずやいちごの観光農園を創出し，特産化やブランド化により知名度の上がったゆずやいちごを量産する。
また，梵天の湯の温泉熱を利用した園芸作物の開発や野菜を収穫体験できる体制を構築し，観光振興と連
携させて地域内外の人との交流を推進することで，地域と農業を活性化させる。

具体的な取り組み

観光農園や体験農園の充実・強化と観光まちづくりとの連携

３年後までの取り組み

「地域のまちづくりに関する施策の提案」に関する評価と今後の取組方針

                                           方            策

①ゆずやいちごの観光農園の拡大
②地域の観光資源（梵天の湯等）を活用した園芸作物の開発と農業の振興

取り組み内容


